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合成樹脂

ポリエチレンMIZUHO製品を
カタチづくる汎用性樹脂

エチレンを重合して得られる結晶性の熱可塑性樹脂。圧力、触媒などの
重合条件により高密度ポリエチレン（HDPE）、高圧法低密度ポリエチレ
ン（LDPE）、直鎖状低密度ポリエチレン（L－LDPE）など性能の異なる
ポリエチレンが得られる。また、最近ではメタロセン触媒を使用したポリ
エチレンも上市され、そのすぐれた物性が注目されている。

合成樹脂とは、高分子化合物からなる物質の中で、成形品や薄膜に加工
して使用することを目的に製造されたものを指します。また、合成樹脂
は「可塑性」を持っています。
プラスチックは「可塑性物質」という意味ですが、ほとんどの場合は合成
樹脂に限って用いられます。ちなみにプラスチックとはギリシャ語から来
た英語で、「可塑性を持つもの」という意味です。

概　要

ポリエチレンは、エチレンを重合して得られる結晶性
の熱可塑性樹脂を指します。圧力、触媒などの条件に
より、高密度ポリエチレンや低密度ポリエチレンをはじ
め、性質の異なるポリエチレンを得ることが可能です。
近年にはメタロセン触媒を使用したポリエチレンも発
売され、優れた特性が注目を集めています。2004
年、国内における高密度ポリエチレンの生産量は117
万トン、低密度ポリエチレンでは184万トンでした。ど
ちらもフィルムがトップシェアを占め、高密度ポリエチ
レンは中空成形、射出成形が続き、低密度ポリエチレ
ンでは加工紙などが続きました。高密度ポリエチレン
においては、自動車の燃料タンクへの採用が増加。従
来の鋼鉄では難しい軽量性や防錆性などが可能であ
り、ブロー成型品に用いられています。

微細結晶構造は温度によって変化します。熱を加える
と結晶体は非結晶体へと変化し、物性常数も急激に変
化します。半透明であり、透明性はありません。各種容
器をはじめ、金属材を保護するための塗布に適してい
ます。電気の絶縁性が優れているので高周波絶縁被覆
に、また耐薬品性に利点があることから化学用パイプ、
ビン類にも使用されています。

エチレン、触媒。

高密度ポリエチレン

1835年に塩化ビニルとポリ塩化ビニル粉末が発見されたのが最初と
されています。商業ベースに乗ったのはセルロイドですが、植物を原料
としているので半合成プラスチックとも言います。
1909年、本格的な合成樹脂第一号としてベークライト（商品名）が誕
生。一般にはフェノール樹脂と呼ばれています。その後、レーヨンやポリ
塩化ビニルなどが工業化され、戦後になるとさらに多様な合成樹脂がつ
くられます。1960年代には、日本でも日用品に多く用いられるように
なりました。

歴　史

熱可塑性樹脂と熱硬化性樹脂があります。熱可塑性樹脂は、ガラス転移
温度もしくは融点まで熱を加えることで軟らかくなり、任意の形に成形
できる樹脂を指します。切削や研削などの機械加工に不向きなことが多
く、熱して軟らかくなった状態で金型に押し込み、冷やして固めることで
製品化する射出成型加工などが広く用いられています。チョコレートタ
イプのプラスチックと言えます。
一方、熱硬化性樹脂は原料を熱で溶かすと溶けて軟らかくなりますが、
型に入れて加熱すると硬くなります。成形後は再加熱しても軟らかくな
らず、火に近づけると焦げてしまいます。ビスケットタイプのプラスチッ
クと言えるでしょう。
熱可塑性樹脂には、汎用プラスチック、エンジニアリングプラスチック、
スーパーエンジニアリングプラスチックがあります。汎用プラスチックは
家庭製品や電気製品の外箱、窓の冊子、雨桶、クッション、フィルムなど
比較的大量に用いられます。ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ塩化ビ
ニル、ポリスチレン、アクリル樹脂などがあります。プラスチック製品選
びには、使用目的に合ったタイプの素材を使っているかどうかを確認す
ることが大切です。

合成樹脂の分類

主な特徴

各種日用品、包装材料、ペットボトル、電子機器、家電製
品、家具、小型機械、コンパクトディスクなどのメディ
ア、光ファイバー、小型船、自動車などの内装、農業用
フィルム、食器、風呂、建築材料、繊維材料など。

主な用途

多種多様に変化することで

直接的あるいは間接的に、

人々の暮らしに広く深く関わっている合成樹脂。

形状、大きさ、硬さや柔らかさ、色、艶…。

そのすべてが利用者の目的に適うよう

姿を変える、無限の可能性を秘めた素材です。

ここではMIZUHO製品をカタチづくる、

主要な樹脂について解説します。
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概　要

特　徴

原　料

略記号 HDPE

乳白色半透明の結晶性樹脂です。弾力性があり、柔軟
で、低温に強い性質です。水や酸、アルカリ、化学薬品
類に強く、電気絶縁性に優れています。しかし、接着性
やガスバリヤー性には劣ります。融点以上で流動状態
になり、およそ300℃まではほとんど分解反応が起こ
りません。極めて加工性に優れていると言えます。

CH₂＝CH₂　エチレン。

低密度ポリエチレン

性　状

原　料

略記号 LDPE

てるちゃん と しげちゃんが

おすすめするMIZUHOブラン
ド。

●電気を通さない…絶縁体として
使用できる。
●軽くて強い。
●錆びたり腐ったりしない。

●着色が自由。
●成形が自由にできる。
●大量生産が可能。

●熱に弱く、燃えやすい。
●紫外線に弱く、日光の当たる場
所では劣化が早い。ただし現在
では、これらに当てはまらないプ
ラスチックも開発されている。

●表面が柔らかく、傷やほこりが
つきやすい。
●変形しやすい。
●ある種の薬品におかされるも
のもある。

長　　　所

短　　　所

●水や薬品に強く腐食しにくい…
廃棄後の処理が行いにくく、環
境問題を引き起こす原因でも
ある。
●電気を通す「導電性プラスチッ
ク」。

●微生物によって分解される「生
分解性プラスチック」。
●燃焼しにくい「燃焼性プラス
チック」。細かく分解して熱を
加えることで、元の原油として
の再利用も可能。

どちらともいえない

●ポリエチレンの外観は、結晶化度と対応する。高密
度ポリエチレンを用いた製品は半透明で結晶のサ
イズも大きい。一方、高圧法低密度ポリエチレンや
直鎖状低密度ポリエチレンは、結晶化度が低いため
透明度は高い。
●密度や分子量、分子量分布、さらには種類や分岐度
分布などの分岐構造によって成形性や製品物性に
特徴が出る。用途に合わせた各種レベルの製品が
発売されている。
●転移点は‐120度と極めて低い。このため、耐衝撃
性・耐寒性はたいへん優れている。耐水性や耐薬品
性も高いが、密度が濃いほど界面活性剤によるスト
レスクラックを起こしやすい性質がある。
●剛性は密度の高さに比例する。直鎖状低密度ポリエ
チレンでは、ヘキサンやブテンなどをコマノマーと
して共重合させることで密度を制御している。しか
し、コマノミー種によって分岐の種類は変化するこ
とになり、強度特性も変化する。一方、分岐度分布
が均一になるのが、メタロセン触媒を使ったグレー
ド。これにより、表面特性や強度が高い成形品が得
られる。高圧法低密度ポリエチレンの結晶化度は、
重合中の連鎖移動反応で側鎖が生成することで決
定する。同時に長鎖分岐が生成され、高圧法低密度
ポリエチレン溶融張力は高まり、押出特性も良好と
なる。
●接着や印刷には、表面の改質を行う必要がある。こ
れは表面張力が弱いためであり、改質には火炎処理
やコロナ放電処理などが適している。
●透湿性が低く、防湿フィルムとして効果を発揮す
る。一方、ガス（酸素や炭酸ガス、窒素など）は透過し
やすい性質を持つ。
●電気絶縁性が良好で誘電損失が少ないなど、電気
的性質にも優れている。吸水性が非常に少ないの
も大きな特徴である。

■用途
射出成型（家庭用品、電気、機械部品）、中空成型（各種容器）、
フィルム、フラットヤーン、結束テープ、繊維、パイプ、その他。

■用途
包装用フィルム、農業用フィルム、電線、土木・建築資材、
各種雑貨類、その他。
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